
ｓ
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武
庫
離
宮 

 

 

須
磨
区
の
離
宮
公
園
。
か
つ
て
は
こ
こ

に
、
皇
室
の
別
荘
「
武
庫
離
宮
」
が
あ
り

ま
し
た
。 

も
と
は
西
本
願
寺
法
主
大
谷
光
瑞
の
別

荘
地
で
し
た
が
、
離
宮
を
造
営
す
る
計
画

が
持
ち
上
が
り
、
土
地
、
建
物
を
宮
内
省

が
買
い
上
げ
ま
し
た
。 

明
治
四
十
四
年
に
離
宮
の
造
営
に
着
工

し
、
大
正
三
年
十
二
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

今
か
ら
一
〇
〇
年
前
の
こ
と
で
す
。
庭
園

設
計
を
し
た
福
羽
逸
人
は
「
各
所
に
離
宮
、

御
用
邸
あ
り
と
雖
も
、
武
庫
の
如
き
風
景

佳
絶
な
る
は
無
し
。
」
（
『
福
羽
逸
人
回

顧
録
』
）
と
、
こ
の
地
を
絶
賛
し
て
い
ま

す
。 武

庫
離
宮
は
昭
和
二
十
年
三
月
の
神
戸

空
襲
で
焼
失
。
終
戦
後
、
敷
地
は
神
戸
市

に
下
賜
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
米
軍
に
接

収
、
返
還
さ
れ
た
の
ち
、
昭
和
三
十
三
年
、

現
在
の
天
皇
陛
下
の
ご
成
婚
記
念
に
公
園

と
し
て
整
備
さ
れ
、
同
四
十
二
年
に
須
磨

離
宮
公
園
と
し
て
開
園
し
ま
し
た
。

（
『
日
本
公
園
百
年
史
』
他
） 

数
奇
な
運
命
を
た
ど
り
ま
し
た
が
、
今

は
四
季
を
通
じ
て
市
民
の
憩
い
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
元
年
に
は

「
日
本
の
都
市
公
園
一
〇
〇
選
」
に
も
選

ば
れ
て
い
ま
す
。 

ＫＯＢＥの本棚 
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須磨離宮公園 

ふ
く
ば 

は
や
と 

い
え
ど 



－新しく入った本－ 

神
秘 

白
石
一
文
（
毎
日
新
聞
社
） 

 
 

が
ん
で
余
命
一
年
を
宣
告
さ
れ
た
主

人
公
菊
池
三
喜
男
。
二
十
年
前
の
不
思

議
な
体
験
。
そ
の
も
と
と
な
っ
た
女
性

に
会
う
た
め
に
、
彼
女
が
住
む
と
い
う

神
戸
の
地
を
訪
れ
る
。
人
探
し
を
す
る

中
で
過
去
の
自
分
と
残
さ
れ
た
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
思
い
を
は
せ
る
。 

 
 

中
央
図
書
館
や
人
と
防
災
未
来
セ
ン

タ
ー
等
、
実
在
の
施
設
を
利
用
す
る
描

写
が
克
明
。
神
戸
の
街
並
み
が
思
い
浮

か
ぶ
小
説
で
あ
る
。 

      

う
ま
い
も
ん
探
偵
の
味
噺 

神
戸
た
べ
あ

る
記 

食
総
合
研
究
所 

 
 

「
食
総
合
研
究
所
」
（
通
称
：
う
ま

い
も
ん
探
偵
団
）
の
創
立
二
〇
周
年
記

念
出
版
。
前
著
『
う
ま
い
も
ん
探
偵
の

味
噺 

神
戸
の
グ
ル
メ
今
昔
』
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
刊
）
は
神
戸

の
味
の
今
昔
を
紹
介
。
十
二
年
ぶ
り
の

今
作
で
は
現
在
味
わ
う
こ
と
の
で
き
る

お
店
を
カ
ラ
ー
写
真
付
で
掲
載
し
て
い

る
。
グ
ル
メ
案
内
だ
け
で
な
く
地
元
神

戸
の
お
店
を
応
援
す
る
姿
勢
が
温
か
い
。 

         

鈍
足
バ
ン
ザ
イ
！ 

僕
は
足
が
遅
か
っ
た

か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
。 

岡
崎
慎
司

（
幻
冬
舎
） 

 
 

兵
庫
県
の
サ
ッ
カ
ー
強
豪
校
で
あ
る

滝
川
第
二
高
校
出
身
で
、
現
在
ブ
ン
デ

ス
リ
ー
ガ
に
在
籍
、
日
本
代
表
チ
ー
ム

の
点
取
り
屋
と
し
て
も
活
躍
す
る
岡
崎

慎
司
。
実
は
彼
は
足
が
遅
い
。
小
柄
で
、

抜
き
ん
で
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
も
な
い
。
そ

う
し
た
欠
点
を
抱
え
な
が
ら
、
コ
ン
プ

レ
ッ
ク
ス
を
ど
う
克
服
し
ト
ッ
プ
プ

レ
ー
ヤ
ー
に
成
長
で
き
た
の
か
、
そ
の

思
考
法
が
語
ら
れ
る
。 

        

小
林
一
三 

時
代
の
十
歩
先
が
見
え
た
男

北
康
利
著 

（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
） 

 

阪
急
電
鉄
の
創
業
者
で
宝
塚
歌
劇
団

の
生
み
の
親
で
も
あ
る
小
林
一
三
は
、

沿
線
の
住
宅
開
発
や
娯
楽
施
設
、
百
貨

店
経
営
な
ど
多
角
的
な
鉄
道
事
業
経
営

の
先
駆
者
で
も
あ
っ
た
。 

 

「
金
が
な
い
か
ら
何
も
で
き
な
い
と

言
う
人
間
は
、
金
が
あ
っ
て
も
何
も
で

き
な
い
人
間
だ
」
と
語
る
小
林
が
、
い

か
に
無
か
ら
有
を
生
み
だ
し
、
夢
を
実

現
し
て
い
っ
た
か
に
迫
る
。 

 

温
泉
学
入
門
～
有
馬
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

古
川
顕
（
関
西
学
院
大
学
出
版
会
） 

日
本
に
は
、
温
泉
が
全
国
的
に
数
多

く
存
在
し
て
い
る
。
中
で
も
有
馬
温
泉

は
多
く
の
人
が
湯
治
に
訪
れ
、『
日
本

書
記
』
な
ど
古
い
文
献
に
も
登
場
す
る

ほ
ど
昔
か
ら
有
名
で
あ
っ
た
。 

第
三
章
で
は
文
政
十
年
（
一
八
二
七

年
）
に
出
版
さ
れ
た
『
滑
稽
有
馬
紀

行
』
を
元
に
、
江
戸
時
代
の
有
馬
温
泉

の
様
子
を
い
き
い
き
と
描
い
て
い
る
。 

 
 
 

ま
た
名
湯
日
本
一
を
め
ぐ
る
有
馬
と

城
崎
の
争
い
の
て
ん
ま
つ
は
興
味
深
い
。 

さ
ら
に
全
国
の
温
泉
の
違
い
や
、
日

本
の
温
泉
の
歴
史
、「
温
泉
法
」
の
定

義
な
ど
、
様
々
な
観
点
か
ら
温
泉
を
考

察
し
た
入
門
書
で
あ
る
。 

          

素
顔
の
孫
文 

国
父
に
な
っ
た
大
ぼ
ら
吹

き 

横
山
宏
章
（
岩
波
書
店
） 

辛
亥
革
命
の
主
導
者
と
し
て
知
ら
れ
、

中
国
に
お
い
て
は
「
国
父
」
と
呼
ば
れ

る
孫
文
（
孫
中
山
）。
五
十
八
才
で
亡

く
な
る
前
年
の
一
九
二
四
年
末
に
神
戸

を
訪
れ
、
有
名
な
講
演
「
大
ア
ジ
ア
主

義
」
を
行
う
な
ど
当
地
に
も
縁
が
深
い
。 

こ
れ
ま
で
は
偉
大
な
る
革
命
者
と
し

て
あ
が
め
奉
ら
れ
て
き
た
が
、
近
年
に

至
り
、
よ
う
や
く
客
観
的
な
歴
史
的
評

価
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

本
書
も
「
孫
文
の
偉
業
を
顕
彰
す
る
本

で
は
な
い
」
と
後
記
で
断
る
よ
う
に

「
孫
大
砲
」（
大
ぼ
ら
吹
き
の
孫
）
と

も
あ
だ
名
さ
れ
た
孫
文
に
つ
い
て
、
確

実
な
史
料
に
も
と
づ
き
英
雄
伝
説
の
虚

飾
を
除
去
し
た
評
伝
と
な
っ
て
い
る
。

来
年
は
孫
文
没
後
九
十
年
。
真
実
の
姿

に
よ
り
近
づ
い
た
孫
文
伝
で
あ
る
。 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200155699&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200380056&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200159252&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200396698&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200156932&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200379939&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200155231&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200383146&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200156375&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200384883&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200153886&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200379479&type=CtlgBook
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灘
の
蔵
元
三
百
年 

国
酒
・
日
本
酒
の
謎

に
迫
る 

西
村
隆
治
（
径
書
房
） 

「
今
、
日
本
酒
が
新
し
い
」
「
日
本

酒
の
歴
史
と
文
化
」
ほ
か
七
章
に
わ
た

り
作
法
か
ら
業
界
事
情
ま
で
様
々
な
角

度
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
。
「
沢
の
鶴
」
十

四
代
目
、
日
本
酒
の
発
展
を
願
う
著
者

の
活
動
の
軌
跡
と
も
な
っ
て
い
る
。 

目
次
に
は
「
ま
ず
い
米
か
ら
う
ま
い

酒
」
「
酵
母
は
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
を
喜

ぶ
？
」
と
い
っ
た
愛
好
者
で
な
く
と
も

興
味
を
そ
そ
ら
れ
る
項
目
も
並
ぶ
。 

杯
を
手
に
日
本
酒
の
世
界
に
じ
っ
く

り
と
浸
っ
て
み
て
は
如
何
。 

 

昭
和
の
神
戸 

昭
和
１０
～
５０
年
代 

飯

塚
富
郎
、
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
（
光
村
推
古
書

院
） 

 
 

こ
の
写
真
集
は
三
章
か
ら
な
り
、
一
、

二
章
は
飯
塚
氏
撮
影
に
よ
る
昭
和
三
十

年
代
か
ら
五
十
年
代
の
神
戸
各
地
の
様

子
を
、
三
章
は
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
氏
が
撮

影
し
た
戦
前
戦
後
の
神
戸
港
や
三
宮
の

様
子
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

港
に
た
く
さ
ん
の
艀
が
ひ
し
め
く
様

子
や
、
原
っ
ぱ
の
土
管
で
遊
ぶ
子
供
、

写
っ
て
い
る
人
物
の
服
装
な
ど
、
当
時

の
風
俗
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
百
貨

店
な
ど
、
今
と
変
わ
ら
な
い
風
景
も
取

り
上
げ
ら
れ
興
味
深
い
。 

           

ノ
ー
・
シ
ュ
ー
ズ 

佐
々
木
マ
キ
（
亜
紀

書
房
） 

 
 

著
者
は
、
神
戸
生
ま
れ
の
マ
ン
ガ

家
・
絵
本
作
家
。
第
一
章
は
、
『
ガ

ロ
』
誌
面
で
腕
を
競
っ
た
マ
ン
ガ
家
た

ち
や
編
集
長
と
の
交
流
、
絵
本
『
や
っ

ぱ
り
お
お
か
み
』
誕
生
の
い
き
さ
つ
な

ど
を
記
す
。 

 
 

第
二
章
は
一
コ
マ
マ
ン
ガ
集
。
第
三

章
に
は
二
五
年
前
の
エ
ッ
セ
イ
を
再
録

し
、
一
九
五
〇
～
六
〇
年
代
、
新
長
田

で
の
子
ど
も
時
代
が
綴
ら
れ
る
。
年
の

瀬
の
六
間
道
商
店
街
、
新
湊
川
の
氾
濫
、

駒
ヶ
林
の
精
霊
流
し
な
ど
の
思
い
出
。

震
災
と
そ
の
後
の
再
開
発
で
変
貌
し
た

街
の
か
つ
て
の
姿
が
活
写
さ
れ
る
。
世

間
に
馴
染
も
う
と
せ
ず
、
で
も
好
き
な

も
の
は
沢
山
あ
っ
て
と
い
う
少
年
の
目

を
通
し
た
神
戸
で
あ
る
。 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

新
修
神
戸
市
史 

産
業
経
済
編
４ 

総
論

新
修
神
戸
市
史
編
集
委
員
会
（
神
戸
市
） 

八
雲
の
妻
―
小
泉
セ
ツ
の
生
涯 

長
谷
川

洋
二
（
今
井
書
店
） 

         

  

              

西
東
三
鬼
自
伝
・
俳
論
（
沖
積
舎
） 

神
戸
紅
茶
さ
ん
ぽ
―
日
本
屈
指
の
紅
茶
の

街
で
、
最
上
級
の
紅
茶
と
出
会
う
（
グ
ラ

フ
ィ
ス
） 

続
・
御
影
町
史
（
御
影
地
区
ま
ち
づ
く
り

協
議
会
） 

   

神戸あんな人こんな人 その ２ 

 

福羽逸人 安政 3年(1856年) ～ 大正 10年(1921年) 

 

 

書館』 

 

 

福羽逸人は、明治期の園芸学者です。園芸技師として長く宮内省に勤め、野

菜、果実、花の品種改良と栽培方法の研究に功績を残しました。日本初のイチ

ゴ品種である福羽イチゴの開発者としても知られています。また、宮内省管轄

の庭園の整備・設計にも携わり、新宿御苑の改修事業では総指揮を取りまし

た。彼は、神戸に二つの足跡を残しています。日本で最初のオリーブの栽培と

武庫離宮（現須磨離宮公園）の庭園設計（表紙下参照）です。 

ふくば はやと 

明治 12(1879)年、山本通二丁目にオリーブ栽植の

試験場が作られました。当時、福羽は播州ブドウ園

に勤務していましたが、同時にオリーブ園の管理も

任されます。開園から４年後には、オリーブ油の搾

油に成功し、塩漬けも作製していました。その後、

オリーブは小豆島で栽植され、この島の特産物とな

りました。福羽は、後年武庫離宮を設計する際、庭

園の植栽としてオリーブの樹を選んでいます。回顧

録の中でも、庭園内のオリーブについて言及があ

り、オリーブへの思いが窺えます。 

 

 

ろ
っ
け
ん
み
ち 

は
し
け 

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200156377&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200385105&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200156929&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200389266&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200156574&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200382251&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A0305349141&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200390379&type=PvolBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200157752&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200390281&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200157427&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200392583&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200157123&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200368611&type=CtlgBook
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?kobeid=CT%3A7200160556&mode=one_line&pvolid=PV%3A7200399872&type=CtlgBook


 

神戸市広報印刷物登録 平成26年度第148-2号 

（広報印刷物規格 B-1）          

ラ
ン
ダ
ム
・
ウ
ォ
ー
ク
・ 

 
 
 
 
 
 
 

イ
ン
・
コ
ウ
ベ
78 

 
生
糸
と
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｏ 

 

本
年
六
月
、
国
内
で
十
八
番
目
の
ユ
ネ

ス
コ
世
界
遺
産
と
し
て
「
富
岡
製
糸
場
と

絹
産
業
遺
産
群
」
が
登
録
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
品
位
生
糸
の
大
量
生
産
を
め
ぐ
る
日

本
と
世
界
の
文
化
交
流
を
評
価
」
が
そ
の

理
由
で
す
。
か
つ
て
神
戸
に
も
絹
輸
出
に

活
躍
し
た
施
設
が
あ
り
ま
し
た
。
神
戸
生

糸
検
査
所
で
す
。 

明
治
政
府
に
と
っ
て
絹
は
重
要
な
輸
出

品
だ
っ
た
の
で
す
が
、
国
際
競
争
に
勝
つ

に
は
、
価
格
の
安
定
と
品
質
管
理
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
日
本
政
府
は
明

治
二
十
九
年
に
国
営
の
生
糸
検
査
所
を
神

戸
（
六
月
・
中
央
区
栄
町
番
外
二
一
番
）

と
横
浜
（
八
月
）
に
開
設
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
神
戸
の
検
査
所
は
明
治
三
十
四
年

三
月
、
検
査
量
減
少
を
理
由
に
閉
鎖
に
な

り
ま
す
。
前
年
の
、
両
検
査
所
の
生
糸
検

査
数
量
は
、
横
浜
の
一
一
、
一
九
〇
件
に

対
し
、
神
戸
は
わ
ず
か
五
八
三
件
で
し
た
。

開
港
時
期
の
早
い
横
浜
は
、
す
で
に
国
際

港
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
お
り
、
東
北
、

関
東
・
甲
信
地
方
に
大
き
な
養
蚕
・
製
糸

の
後
背
地
を
持
ち
、
絹
産
業
の
資
本
力
や

金
融
シ
ス
テ
ム
な
ど
神
戸
と
は
大
き
な
差

が
あ
り
、
横
浜
と
並
ぶ
生
糸
輸
出
の
中
心

と
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

大
正
時
代
に
は
い
る
と
西
日
本
地
域
で

の
養
蚕
業
が
盛
ん
に
な
り
、
生
産
量
は
関

東
と
肩
を
並
べ
る
ま
で
に
な
り
、
品
質
も

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
場
で
「
関
西
優
等
品
」

と
い
う
銘
柄
で
特
別
扱
い
を
受
け
る
ま
で

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
に
生
糸
検
査

所
を
復
活
し
神
戸
を
生
糸
輸
出
港
と
す
る

機
運
が
高
ま
り
、
大
正
十
年
七
月
、
神
戸

商
業
会
議
所
は
、
生
糸
検
査
場
設
置
委
員

会
を
設
置
し
ま
す
。
大
正
十
二
年
九
月
一

日
の
関
東
大
震
災
は
首
都
圏
に
壊
滅
的
な

被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
横
浜
も
多
大
な

被
害
を
受
け
、
横
浜
港
は
港
湾
機
能
を
失

い
、
横
浜
生
糸
検
査
所
も
内
部
と
大
量
の

繭
糸
在
庫
を
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

こ
の
事
態
に
神
戸
が
立
ち
上
が
り
ま
す
。

同
年
九
月
五
日
、
神
戸
商
業
会
議
所
は
生

糸
検
査
所
の
設
置
を
決
議
。
十
二
日
、
神

戸
生
糸
貿
易
に
関
す
る
全
国
製
糸
業
者
大

会
を
開
催
し
、
「
横
浜
の
早
期
復
旧
」
と

と
も
に
「
応
急
策
と
し
て
神
戸
港
よ
り
生

糸
の
輸
出
を
為
す
こ
と
」
が
満
場
一
致
で

決
議
さ
れ
ま
す
。
十
五
日
の
神
戸
市
会
も

市
立
生
糸
検
査
所
の
設
置
を
決
議
し
、
十

一
月
七
日
に
は
、
神
戸
税
関
監
視
所
跡
に

検
査
所
を
急
設
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
三

年
一
月
に
市
は
、
市
立
検
査
所
条
例
を
公

布
、
即
日
施
行
し
、
業
務
を
開
始
し
ま
す
。

震
災
を
逃
れ
て
多
く
の
商
社
も
神
戸
に
来

る
よ
う
に
な
り
、
神
戸
か
ら
の
絹
輸
出
が

盛
ん
に
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。 

 

こ
の
「
市
立
」
検
査
所
は
昭
和
二
年
、

国
の
代
行
検
査
所
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
六

年
に
は
、
再
び
、
国
の
機
関
と
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
昭
和
五
十
二
年
頃
か
ら
、

検
査
業
務
は
民
間
業
者
へ
委
譲
と
な
り
、

五
十
五
年
農
林
水
産
省
設
置
法
の
改
正
で
、

生
糸
検
査
業
務
は
農
林
規
格
検
査
所
に
吸

収
さ
れ
、
神
戸
生
糸
検
査
所
の
名
前
は
消

え
ま
し
た
。 

神
戸
大
空
襲
や
阪
神･

淡
路
大
震
災
を
く

ぐ
り
ぬ
け
た
建
物
は
、
中
央
区
小
野
浜
町

に
二
棟
残
っ
て
い
ま
す
。
道
路
に
面
し
た
、

い
わ
ゆ
る
「
旧
館
」
は
市
立
生
糸
検
査
所

と
し
て
昭
和
二
年
七
月
に
竣
工
（
神
戸
市

営
繕
課
設
計
）
し
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
四
階
建
、
左
右
対
称
の
建
物
は
、

正
面
中
央
に
塔
が
そ
び
え
、
正
面
玄
関
の

と
が
り
ア
ー
チ
の
上
に
は
、
蚕
の
頭
を
模

し
た
と
い
わ
れ
る
飾
り
が
つ
い
て
い
ま
す
。

明
る
い
黄
土
色
の
タ
イ
ル
と
縦
の
ラ
イ
ン

で
す
っ
き
り
と
し
た
印
象
。
東
側
に
あ
る

の
が
、
国
営
化
後
に
増
築
さ
れ
た
「
新

館
」
で
、
昭
和
七
年
五
月
に
竣
工
（
置
塩

章
設
計
）
し
ま
し
た
。
同
じ
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
四
階
建
で
す
が
、
角
に
四
角
い
塔

を
持
つ
、
ネ
オ
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
。
茶
色
の

ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
を
使
う
な
ど
、
旧
館

と
対
照
的
に
、
重
厚
な
印
象
の
建
物
で
す
。 

建
物
は
独
立
行
政
法
人
農
林
水
産
消
費

技
術
セ
ン
タ
ー
が
使
用
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
二
十
四
年
、
こ
の
建
物
に
新
た
な
命

が
吹
き
込
ま
れ
ま
す
。 

神
戸
市
は
平
成
二
十
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の

デ
ザ
イ
ン
都
市
に
認
定
さ
れ
、
旧
神
戸
生

糸
検
査
所
の
建
物
は
こ
の
活
動
の
拠
点
と

な
り
ま
し
た
。
デ
ザ
イ
ン
都
市
・
神
戸
の

創
造
と
人
材
の
育
成
・
集
積
・
交
流
の
拠

点
と
し
て
平
成
二
十
四
年
八
月
、
デ
ザ
イ

ン
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ

と
な
り
ま
し
た
。
愛
称
は
建
物
の
歴
史
に

ち
な
ん
で
Ｋ
Ｉ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
で
す
。
こ
こ
で
は
、

芸
術
分
野
だ
け
で
な
く
、
食
や
震
災
な
ど

幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
で
イ
ベ
ン
ト
、
ゼ
ミ
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
企
画
さ
れ
人
々
が

学
び
、
集
う
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

子
ど
も
を
中
心
に
据
え
た
「
ち
び
っ
こ
う

べ
」
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

生
糸
検
査
所
時
代
の
機
械
も
残
さ
れ
て

い
て
往
時
の
姿
を
し
の
ぶ
こ
と
も
で
き
ま

す
。
今
、
歴
史
あ
る
建
物
が
、
新
し
い
文

化
の
発
信
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。 
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